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「学制」成立期の小学校 。中学校における教育課程の編成に関する基礎的研究 (1)

一文部省及び東京師範学校の「小学教則」・「中学教則」の分析一

はじめに

本稿は「学制J成立期における文部省と東京師

範学校の「小学教則」、「中学教則Jの詳細を示し、

対照を試みることで、当該期の学校に影響を及ぼ

したとされる2つの機関がそれぞれ提示した教育

課程の特徴、具体的には教授内容及び教授方法に

ついて、検討するものである。

「小学教則 J「中学教則」とは、今日の学習指導

要領にあたり、当時の児童生徒が所属する等級に

おける教科、教授内容、教授方法、教科書、配当

時間などをまとめたものである。今日、文部科学

省の作成する学習指導要領は、各学校が教育課程

を編成する際の基準となつているが、学校が誕生

したばかりの「学制」成立期は、基準とすべき教

育課程を模索する時期であつた。そのため、「学制J

成立期は地域でもさまざまな小学教則が作成され

た。このような経緯に鑑み、そしてこれまでの著

者の研究成果から次のような点に関心を寄せる。

すなわち、「学制」成立期に作成された地域の小学

教員」の特徴を見出すことである。というのは、小

学教則の習得は近代の学校教員の資質に関わる間

題であるからである。例えば花井信氏は、群馬県

吾妻郡の教員の履歴書を素材に、近代の学校教員

は伝習学校で近代に対応する新しい学問、具体的

には小学教則 と洋算と洋学を学んだことをあきら

かにした
p。
さらに、著者・山下廉太郎は群馬県

全域に範囲を広げて 79名の教員の履歴書を分析

した結果、多くの教員が伝習学校または伝習学校

設立以前については群馬県から学務専任として文

部省へ派遣された金子精一のもとで小学教則と洋

算と洋学を学んだことをあきらかにし、近代に必

要とされた教員の資質について、近世の学問との

連続性をふまえながら検討した
'。
しかし、近代

松尾 由希子 (静岡大学 大学教育センター )

の教員が学んだ群馬県の小学教則の具体的な内容

についてはあきらかにできず、課題として残すこ

とになった。

これまで、「学制J成立期の小学教則の教育課程

に関する研究は文部省 9、 東京師範学校か、地域

♪という各々が作成したものを対象に検討されて

きた。まず、各研究の基礎的枠組となつているの

が倉澤剛氏の研究∂である。倉澤氏は文部省と東

京師範学校の小学教則について、教授内容及び教

授方法ともにアメリカを模範にしたという視′点で

論証を試みたが、日本近世の教育の影響について

は論じなかつた。学校は近代に入つて誕生した教

育機関であるため、その教育課程は近世までの教

授内容や教授方法と異なるという考え方もできる

だろう。しかし、近世の教育を受けてきた「学制J

成立期の教育課程の立案者が、教育課程作成時に

近世における教育経験を全く反映させなかったと

は考えにくい。そのため、当該期の教育課程を検

討するうえで、近代以降の外国の影響だけでなく、

近世からの継承という面も考慮する必要があるだ

ろう。次に注目するのは水原克敏氏の研究である。

水原氏は、文部省の小学教則の教育方法について

「読方・口授・暗誦・輸講などの旧来の方法も採

用され、新式の教科書と合体させる仕方で規定さ

れた。当時の啓蒙的な翻訳書と伝統的教育方法が、

当面対処すべき小学教則とされたのであつたJつ

というように、教授内容は近代以降に日本に入つ

てきた外国の学問だつたと述べる一方で、教授方

法は近世以来の方法を踏襲していたと示唆する。

しかし、その示唆は教科名をあげるという抽象的

な言及に留まっている。

そこで、本稿では、近世からの継承と近代以降

の外国からの摂取という観点で「学市1」 成立期の

教育課程、特に教授内容及び教授方法について具
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体的に検討する。課題を検討するための主な資料

として、文部省については明治 5年 (1872)の小

学教則及び中学教則 υと明治 6年 (1873)の小

学教則りを、東京師範学校については明治 6年 2

月と同年 5月 と明治 7年 (1874)1月 の小学教則

10を用いる。これらの資料について、教授内容や

教授方法に着目して整理し、改正の際の変更部分

を含めて分析する。そのうえで 2つの機関の小学

教則を対照し、それぞれの特徴について先行研究

に考察を付け加えたい。なお、本稿にて時期区分

の際に使用する「学制」成立期とは、明治 5年か

ら明治 7年までとする。明治 5年は文部省による

初めての小学教則が公布された年であり、明治 7

年は東京師範学校による2度目の小学教則改正が

行なわれた年である。

1 文部省の小学教則及び中学教測にみる教育課

程

(1)文部省の小学教員1の構造
文部省は、「学制」発布の翌月である明治 5年 9

月 8日 に文部省布達番外で小学教則を公布した。

小学教則は、小学校における教育課程 (教科の配

当時間、教科、教科書)、 教授方法の大要を示した

ものである。明治 5年の小学教則の第 1章及び第

2章や明治 6年の小学教則の凡例に教育課程の構

造が示されている。それによると上下 2等にわけ

た小学を、さらにそれぞれ 8級に分けた。毎級の

学習期間は6ヶ 月で、第 8級から始まり、第 1級

に至る。在学期間については、下等は6から9歳、

上級は 10から13歳であり、上下合わせて 8年と

した。なお、進級試験で落第した場合は、再びそ

の級に 6ヶ月とどまることになる。下等小学の卒

業生は試験を経て上等小学へ進学し、上等小学の

卒業生は試験を経て中学校へ進学するというよう

に、進学ルー トが示された。以降、下等小学教則

と上等小学教則にわけて、その特徴を示す。

(2)文部省の 2つの下等小学教則
①明治 5年の下等小学教則

明治 5年下等小学教則の等級ごとに置かれた教

科、週ごとの配当時間、教授内容、教授方法、教

科書について、巻末表 1に整理した。

教科として、「綴字」「習字」「単語読方」「単語

詰誦」「単語読取」「洋法算術、算術」「修身口授」

「会話読方」「読本読方」「会話詰誦」「地学読方」

「養生回授」「会話読取」「読本輪講J「文法」lp

「地学輪講」「理学輸講」「書贖J「各科温習」の

19種を置いた。以降、教科について述べる際は、

教授方法などと区別するために、「習字」のように

括弧付で表記する。全ての等級に置かれた教科は

「洋法算術、算術」と「習字」のみである。「綴字」

「単語読方」は第 8級や第 7級に置かれるがそれ

以降は置かれない。一方で、「地学輸講」「理学輪

講」「書贖」は第 3級以降に置かれる教科である。

輪講は「7、 8人、多くて 10人程度の生徒が 1グ

ループとなり、その日の順番を装などで決め、前

から指定されていたテキストの当該箇所を読んで、

講義をする。その後に、他の者がその読みや講述

について疑間をだしたり、問題点を質問したりす

る。講者はそれらに答え、積極的な討論を行う。

これを順次、講義する箇所と人を代えて繰り返し

ていく」1'ものであり、かんたんな読み書きがで

きるだけでは対応できない高度な内容であつたた

め、上位の等級に置いたものと考えられる。「書贖」

は手紙などを書く授業であり、それまでの等級に

置かれた「綴字」「習字」などで文字を習得してか

ら、学ぶようにした。

教授内容は、読むこと、書くこと、算術、宇 (数

字、平仮名、片仮名)、 品詞の活用、地理、理科な

どである。近世以来の伝統的な内容と近代の新し

い学問である洋法算術、世界地理 (「地学輪講」)、

理科 (「理学輪講」「読本読方」「読本輪講」「書贖」

の教科書の内容 19)、 保健 (「養生回授」)な どで

構成された。明治 5年の小学教則の一部の教科は、

教授方法から名づけられたことから、教授方法そ

のものを教授内容としても重視していたことがう

かがえる。教授法から名づけられた教科を具体的

にあげると「綴字」「習字」「単語読方」「会話読方」

「会話読取」「会話詰誦」「修身口授」「地学輪講」
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「理学輪講」などである。

教授方法は、主に書くこと、読むこと、教員の

講述などのいわゆる一斉教授、予習・復習を前提

とした授業、教科書の使用、などがあった。読み

書きについては、特に詳細に記されている。書く

ことについては、例えば「習字」の第 8級では字

形、運筆を教え、第 4級では字形は小さく書くよ

うに指導するとある。ただ書くだけでなく、「単語

書取」の第 6級では間き書きという方法もとつた。

その他に「書贖」という手紙を書くための教科も

あり、書くという教授方法は多岐にわたつて用い

られている。読むことについても、暗誦、独見、

日に出して読むというようにさまざまな方法が指

定されており、「算術」「単語読方」「単語詰誦」「会

話詰誦」など、複数の教科で実施されていた。こ

のように、読むことや書くことは、上記したよう

に教授内容であると同時に教授方法としても下等

小学細 1の中で重要な位置づけにあつたと考えら

れる。近代に入って一気に広まった一斉教授 lυ

も示された。また、授業時間以外の予習・復習を

前提とした授業もあつた。例えば、「会話詰誦Jの

第 5級では学んでいない教科書の部分を授業の前

までに一人で読んでおくことや 「読本輪講」の第

4級ではすでに学んだ箇所を暗誦させてくること

とあり、児童の予習・復習をふまえて授業を行な

おうとした。このようにさまざまな教授方法がみ

られる一方で、「前級ノ如シ」という文言や他の教

科と同様の方法で教授するという記述 (「会話読

方」第 7級など)も しばしばみられることから、

教授方法は教科や生徒の発達段階に十分に対応し

ていたとはいえない。

② 明治 6年の下等小学教則

明治 6年下等小学教則の等級ごとに置かれた教

科、週ごとの学習時間、教授内容、教授方法、教

科書について、巻末表 2に整理した。

明治 6年に改正された下等小学教則と明治 5年

の下等小学教則を対照すると、主な変更箇所は4

点である。1つは、教科名の変更である。「算術」

について、明治 5年は、第 8級のみ「洋法算術J

とし、他の等級は「算術」という教科名であつた。

明治 6年では、第 8級も「算術」とし、「洋法ヲ

主 トスル」という説明を追加した。また、明治 5

年の「理学輪講」は「物理学輪講」に、「地学輪講」

は「地理輪講」に、「地学読方」は「地理読方Jに

変わつた。2つは、科目の追加である。「国体学口

授」という教科が増えた。3つは、「習字」の第 8

級の教科書である。明治 5年では『手習草紙』『習

宇初歩』『習字本』の 3点をあげたが、明治 6年

では『習字本』を除外し、2点にした。4つは、

授業数の減少である。文部省は明治 6年 3月 に学

校休業日の変更を府県へ達したため 19、 週 30時

間だつた授業は週 20時間に減つた。結果、明治 6

年の小学教則では「綴字」「習宇」「算術」などの

科日で授業時間数が減少した。

(3)文部省の 2つの上等小学教則

①明治 5年の上等小学教則

明治 5年上等小学教則の等級ごとに置かれた教

科、週ごとの学習時間、教授内容、教授方法、教

科書類 (掛図や教具含)について、巻末表 3に整

理した。

教科として、「細宇習字」「算術」「読本輪講」「理

学輪講」「文法」1∂ 「書贖、書贖作文」「地学輪講」

「史学輪講」「細字速写」「罫画」「幾何」「博物J

「化学」「生理」「諸科温習」の 15種が置かれた。

上等小学教則で新たに置かれた教科は、「細字習

字」「史学輪講」「細字速写」「罫画」「幾何」「博物」

「化学」「生理Jの 8種である。下等小学教則よ

りさらに理科の割合が高くなった。全ての等級に

置かれた教科は「算術」「読本輪講」「理学輸講」

「地学輪講」である。下等小学教則における「輪

講」は、主に第 3級以降の上位の等級で行なわれ

ていたが、上等小学教則ではそれを引き継ぐよう

に、第 8級から第 1級まで一貫して輪講を置いた。

輸講は、教授方法であるが教科名として名づけら

れ、毎級に置かれたことから上等小学教則におい

て重視されていたと考えられる。上等小学教則は

下等小学教則に比べ教科数が減ったことで、等級

に関わらず同じ教科で学び続けることも多くなり、

1つの教科を系統的に学べるようになった。
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教授内容は、字 (楷書片仮名交じり文、行書平

仮名など)、 手紙や公用文 (「細字習字」「書贖、書

贖作文J)、 歴史 (「史学輪講」)、 地理 (「地学輪講」

「罫画」1つ )、 数学 (「算術」「幾何」)、 理科 (「博

物」「化学」「理学輪講」)、 保健 (「生理J)、 体操で

ある。下等小学教則に比べると、理科や数学の内

容が増えている。また、書くことに関わる内容が

多いため、下等小学教則同様に書くことを重視し

ていたことがうかがえる。

主な教授方法は、1輪講、2教科書や掛図など

の使用だつた。まず、輪講から説明する。輪講で

は、常に児童に「独見」、いわゆる授業の前までに

指定された教科書を一人で読んでくるという予習

を課していた。下等小学教則でも予習・復習を課

していたが、上等小学教則では輪講の教科数の増

カロなどによって、これまで以上に予習を求められ

るようになった。小学教則で置かれた輪講は、す

でに近世の藩校・郷学で「会読」として行なわれ

ていたものである。前田勉氏は「『学制』発布時点

では、たしかに儒学や国学のような『実なき学問』

は批判されたが、会読=輪講という学び方は否定

されてはいなかったという点である」lDと 述べ、

近代の学校教育でも近世以来の教授方法が評価さ

れていたことを指摘する。近世において「会読」

は、素読を終了した同程度の学力をもつ上級者が

行なうものだつた 1り。次に掛図などの使用である。

掛図や教具の使用は、下等小学教則中で特に記さ

れなかつたが、上等小学教則では教科書に加えて

指定されるようになった。「地理輪講」「物理学輪

講」「化学」という理科や地理の教科では、教科書

以外に器械や地図を使い、具体的かつ実証的に学

ぶことになつた。「体操」でも図を用いた。

②明治 6年の上等小学教則

明治 5年の上等小学教則との変更点は、授業時

間数の変更である。明治 6年の下等小学教則同様、

総授業時間数の減少に伴い、「読本輸講」「理学輪

講」「地学輪講」「算術」「史学輪講」「書贖、書贖

作文」「幾何」「博物」「化学」の教科 20で授業時

間数が減少した。

(4)文部省の明治 5年の中学教則

「学制Jにおいて、中学校は大学と小学の間の

学校と定められた。したがって、小学校の卒業生

が試験を経て中学校に進学するという学校体系で

あつたが、210の小学校に対して中学校は 1校で

あったため実際の進学者は限られていた 2'。

① 中学教則の構造

明治 5年 9月 8日 に/Jヽ学教員Jと ともに「中学教

則略Jが公布された。上下 2等に分けた中学を、

さらにそれぞれ 6級に分けた。毎級の学習期間は

6ヶ月で、第 6級から始まり、第 1級に至る。在

学期間は 14から19歳であり、上下合わせて 6年

とした。進級試験で落第した場合は、その級に留

まることになる。中学の卒業試験を経て大学へ進

学すると記され、中学は大学への連絡機関である

ことが示された。中学教則は、これ以降改正され

ず、明治 11年 (1878)5月 に廃止された。

② 明治 5年の下等中学教則と上等中学教則

中学教則は、小学教則 と異なり、教科名はあげ

られているが教授内容や教科書はほとんど示され

なかつた。「学制」成立期において、文部省は小学

校を優先する方針をとった 2'ため、中学校を置

いたものの、その教育課程は後回しになつていた。

この状況はしばらく変わらず、明治 7年の『文部

省年報』では中学の設備不足、確立されていない

教育方法、少ない生徒数が指摘され 2♪、明治 10

年 (1877)に なっても、公立中学の設備の乏しさ

が指摘され続けた 2つ。

下等中学教則の教科は、「国語」「数学」「習字」

「外国語J「地学」「史学」「幾何学」「窮理学」「化

学J「政体大意」「生理学」「国勢学大意J「代数学」

「博物学」「修身学」の 15種である。小学教則と

異なり、教授方法が教科名に入ることはなくなつ

た。全ての等級に置かれているのは、「国語」「数

学」「習字」「外国語」「地学」「史学」「幾何学」「窮

理学J「化学」の 9種である。国語 (「国語J「習

字」)、 理科 (「博物学」「化学」「窮理学」)、 数学 (「数

学J「代数学」「幾何学」)を主にしながら、歴史 (「史

学」)、 地理 (「地学」、「習字」の教科書)、 保健 (「生

理学」)や修身なども入つている。教授内容は、「習
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字」の第 6級のみに「書贖、作文」と記されてい

る。教科書は、「習字」に『国尽』と『記簿法』を、

「国語Jに『古言』を指定した。

上等中学教貝」の教科は、「国語」「習字」「外国語」

「幾何学」「窮理学」「化学」「代数学」「修身学」

「動物学J「測量」「経済学」「博物学J「金石学」

「重学」「地質学」「性理学J「星学」の 17種であ

る。「動物学Jや「地質学」など理科系の教科が増

え、「経済学Jや「星学」も加わった。全ての等級

に置かれているのは「習字J「外国語」「代数」「幾

何学」「修身学J「測量」「経済学Jである。教授内

容は、「重学」「星学Jで 「大意」と記されたのみ

であり、中学教則から詳細な教授内容を把握する

ことはできない。教科書は、下等中学教則と同様

に「国語」では『古言』、「習字」では『国尽』『記

簿法』と定めたのみだつた。

以上のように、小学教則と比べると教授内容や

教授方法に関する記述は乏しく、「学制」成立期に

おける中等教育機関の教育課程編成は不十分な状

態にあつたといえる。

2 東京師範学校の小学教則にみる教育課程

(1)東京師範学校の小学教則の成り立ちとその

評価

『文部省第一年報』2ゆ によると、東京師範学校

は明治 5年 9月 に諸葛信澄を校長とし、アメリカ

人のスロットを教員として招へいして、教則を作

成した。使用する教科書がなかったため、11月 に

師範学校内に編輯局を置いて、教科書を編輯する

ことになつた。明治 6年 2月 に下等小学教則<以

降、6年 2月 の教貝J(下)と いう。>を、同年 5

月に上等小学教則<以降、6年 5月 の教則 (上 )

という。>を初めて定めた。上等小学を定めると

同時に下等小学教則も改正した<以降、6年 5月

の教則 (下)と いう。 >。 また、明治 7年 1月 に

も下等小学教則<以降、7年の教則 (下)と いう。

>は改正された。

東京師範学校の小学教則はアメリカの小学校の

教則をそのまま翻訳したものといわれるが 2θ、東

京師範学校の小学教則は公立小学校への影響とい

う点で評価されている。府県の多くは、文部省の

小学教則ではなく、東京師範学校の小学教則をモ

デルに採用したといわれる 2つ。ただし、この点に

ついて管見する事例をもとに説明をつけ加えると、

「学制」成立期において各府県が小学教則を作成

する際に、まずモデルにしたのは文部省だった。

しかし、各府県は小学教則を改正する際に、文部

省から東京師範学校の小学教則にモデルを変えて

いる。例えば、滋賀県の明治 7年、同 8年 (1875)、

同 10年の小学教則をあげたい。明治 7年の滋賀

県の小学教則は、明治 6年 5月 に公布された文部

省の小学教則と多くの類似点を持つ 2υ が、その

後改正された明治 8年と同 10年の同県の小学教

則は、東京師範学校の小学教則に大きな影響を受

けてぃた 2り。岡山県についても明治 6年の小学教

則 (旧北条県)は文部省の小学教則をもとにした

が、改正された明治 8年の小学教則 (旧岡山県)

は東京師範学校の小学教則をもとにしたようであ

る 3い。っまり、「学制」公布から年を経るにつれ

て、文部省の小学教則よりも東京師範学校の小学

教則の影響力が強くなつていくと考えられる。そ

の要因の 1つに、東京師範学校の卒業生の存在が

あった。東京師範学校の卒業生は「全国の師範学

校に配置され、各府県の教育に関する最高指導者

の地位について、師範学校の教則 と師範学校編の

教科書を普及させるのに力があつた」3'と され、

初めての卒業生を明治 6年 7月 に送り出してから、

各府県における東京師範学校の影響力は強くなっ

ていった。

(2)東京師範学校の小学教貝」の構造

6年 2月 の教則 (下)と 6年 5月 の教則 (上 )

の凡例によると、上下 2等に分けた小学を、さら

にそれぞれ 8級に分けた。毎級の学習期間は6ヶ

月で、第 8級から始まり第 1級に至る。在学期間

について、下等は 6から9歳、上等は 10から13

歳であり、上下合わせて 8年間とした。なお、進

級試験に落第した場合、その級にとどまることに

なる。6年 5月 の教則 (下)及び 6年 5月 の教則
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(上)に より、下等小学の卒業生は試験を経て上

等小学へ進学し、上等小学の卒業生は試験を経て

中学に進学するというように進学ルートが示され

た。このように、東京師範学校の小学教則は、文

部省の小学教則と同様の構造であつた。

(3)東京師範学校の 3つの下等小学教則

①明治 6年 2月 下等小学教則

6年 2月 の教則 (下)の等級ごとに置かれた教

科、教授内容、教授方法、教科書類 (掛図や教具

含)について、巻末表 4に整理した。

教科として、「読物」「算術」「習字」「書取」「問

答」「作文」「諸科復習」「復読」「体操」の 9種を

置いた。全ての等級に置かれたのは「読物」「算術」

「習字」「間答」「体操」の 5種である。「書取」

は第 8級から第 3級まで置かれ、「作文」は第 3

級以降に置かれることから、ある程度の単語を習

得したうえで「作文」を学ぶという学習過程にな

っていた。等級によつて教科を変えることはほと

んどなく、1つの教科の内容を長い期間をかけて

習得させることにした。

主な教授内容は、書くこと(筆の持ち方、「習字」、

「書取」、「作文」)、 字 (片仮名、平仮名、草書、

楷書、数字)、 算術、間答 (「問答」)、 地理 (「問答」

の教科書)、 理科 (「問答」や「読物」の教科書)、

体操などである。このように、「間答」の中で地理

や理科を教えることにした。文部省の下等小学教

則と同様に、一部の教科名は「書取」「問答」「作

文」というように、教授方法から名づけられてい

ることから、教授内容としても重視していたこと

がうかがえる。

主な教授方法に、教科書や掛図・教具の使用、

書くこと、間答、暗誦があつた。教科書は「作文」

以外の教科で使われ、掛図・教具として「五十音

図」、「数字図」、日本地図、万国地図、算盤、石盤

が使われた。書くことは、「習字」「書取」「作文」

の中で行なわれた。問答は「問答」の教科で、日

本地図や掛図、教科書を使いながら行なった。暗

誦は「算術」の中で、九九やカロ算を学ぶ際に用い

た。教授方法は、等級ではなく教科ごとに定型化

する傾向にあり、児童の習熟度には対応していな

かった。また、「習字本ニテ楷書ヲ授ク」 (「習字」

第 3級 )、 「小学算術書巻ノ四ヲ以テ除法ヲ授ク」

(「習字」第 4級)と いうように、教科書の使用

のみを教授方法とすることも多く、教授方法は多

様とはいえない。

②明治 6年 5月 の小学教員」

6年 5月 の教則 (下)の等級ごとに置かれた教

科、週ごとの配当時間、教授内容、教授方法、教

科書類 (掛図や教具含)について、巻末表 5に整

理した。

教科として「読物」「算術」「習字」「書取」「間

答」「作文」「諸科復習」「復読」「体操」の 9種を

置いた。6年 2月 の教則 (下)と対照したところ、

教科の変更はない。

教科の内容や数は 6年 2月 の教則 (下)と変わ

らないが、<教授内容 >と <教授方法>の変化を

確認できる。教科ごとに変更点をあげる。「読物」

では、第 8級で「連語図 (第 1～第 8)」 が追カロさ

れ、「単語図 (第 1～第 8)」 を使つて教えてきた

単語の読み方と名物の内容が削除された。第 7級

で掛図の「連語図」を削除し、代わりに6年 2月

の教則 (下)の第 6級にあつた『小学読本 (巻 2)』

を置いた。つまり、『小学読本』及び『地理初歩』

を使用する等級が繰り下がつたことになる。また、

教科書の一部は変更された。

「算術」の教授内容として、第 7級にローマ数

字を加えた。また、第 1級の「分数」について、

6年 2月 の教員」(下)は「分数」のみだつたが、6

年 5月 の教則 (下)では「容易キ分数」と記され

た。教授方法について、6年 2月 の教則 (下)と

比べると第 6級で詳しく説明されるようになつた。

例えば、6年 2月 の教則 (下)の第 6級は「小学

算術書巻ノーフ以テ加法ヲ授ク」とかんたんに記

されたが、6年 5月 の教則 (下)では「加法ヲ授

ク最初ハ小学算術書を用ヰテ詰算ヲ主トス下之ニ

倣へ」と詳細になった。6年 2月 の教則 (下)と

同様に、教科書として F/1ヽ学算術書』をあげたが、

教科書の巻数は記されなくなつた。

「習宇」について、6年 2月 の教則 (下)の第
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4級の教授内容は「草書Jだつたが、6年 5月 の

教則 (下)では「行書」になった。6年 2月 の教

則 (下)では楷書の次に草書を学んだが、6年 5

月の教貝J(下)では楷書と草書の間に行書をいれ

て、楷書、行書、草書という学習過程を示した。

他に、掛図が変更になった。6年 2月 の教則 (下 )

の第 8級では「習字図」を用いたが、6年 5月 の

教則 (下)では削除された。
「書取」について、6年 2月 の教則 (下)では

第 8級から第 3級まで置かれていたが、6年 5月

の教則 (下)では第 8級から第 6級に置かれるこ

とになった。それは教授内容の等級繰 り下げを行

なったためである。6年 2月 の教則 (下)では第

8級から第 3級までの 6つの等級期間 (第 8級か

ら第 3級)で学んだ内容を、6年 5月 の教則 (下 )

では 3つの等級期間 (第 8級から第 6級)で学ば

せることにした。

「間答Jについて、6年 2月 の教則 (下)では

第 4級以降に地理の内容を置いたが、6年 5月 の

教則 (下)は第 6級以降に置いた。教授方法とし

て、6年 2月 の教則 (下)では第 4級以降に地球

儀を使つたが、6年 5月 の教則 (下)では第 5級

に繰 り下げられた。それに伴い、「暗射地図」など

も等級を繰り下げて使用することになり、第 1級

で「博物図」が加わった。教科書は、『 日本史暑』

『 日本地暑』などに変更したが、「読物」と「問答」

で同じ教科書を用いるという方針は継承された。

「作文」について、6年 2月 の教則 (下)では

第 3級から第 1級に置かれたが、6年 5月 の教則

(下)では第 5級から第 1級に置かれた。教授方

法を対照すると、等級繰り下げになつていること

がわかる。例えば、6年 5月 の教則 (下)の第 5

級の教授方法は、6年 2月 の教則 (下)の第 3級

及び第 2級の教授方法と同じものである。また、

予習を前提とした授業はなくなった。6年 2月 の

教則 (下)の第 3級では、「単語中ノーニ字ヲ題
二与ヘテー句二綴ラシム但シ前日題ヲ与ヘテ翌日

認メ来ラシム……」とあるように、第 3級の課題

について前日に与えた題を使つて翌日書かせて来

るというように予習を求めていたが、6年 5月 の

教則 (下)では予習に関する文言はなくなった。

また、6年 5月 の教則 (下)の第 1級に「容易キ

手紙ノ文ヲ綴ラシム」とあるように「容易キ」と

いう文言が追加された。

「諸科復習」「体操Jについて、6年 2月 の教則

(下)では教授方法が記されなかったが、6年 5

月の教則 (下)では「従前学フ所ノモノヲ挙ケテ

復習セシム」(「諸科復習J)、 「体操図二依テ授ク以

下之二倣フ」と記された。

以上のように、6年 2月 の教則 (下)と 6年 5

月の教則 (下)を対照したところ、教科名の変更

は無いが、複数の教科で教授内容の等級繰り下げ

が行なわれた結果、6年 2月 の教則 (下)に比べ

て 6年 5月 の教則 (下)の学習内容は高度になつ

たといえる。「書取」の時間が減った代わりに「作

文」の時間が増えているのも、学習内容が高度に

なったことを示している。また、「算術J「諸科復

習」「体操」において教授方法を詳しく説明するよ

うになり、6年 2月 の教則 (下)に比べると充実

したといえよう。

③明治 7年の下等小学教則

7年の教則 (下)の等級ごとに置かれた教科、

教授内容、教授方法、教科書類 (掛図や教具含)

について、巻末表 6に整理した。

教科は、これまでの 2つの教則と変わらず 「読

物」「算術」「習字」「書取」「問答」「作文」「諸科

復習」「復読」「体操Jの 9種である。6年 5月 の

教則 (下)と 7年の教則 (下)を対照すると、主

な変更点は 3点である。

1つは、「読物」の第 3級から第 1級における一

部の教科書の等級繰り下げである。例えば、6年

5月 の教則 (下)の第 1級で使われていた『万国

地誌略 (巻 1)』 が、7年の教則 (下)では第 2級

で使われるようになった。2つは、「算術」の教授

内容の等級繰り下げである。6年 5月 の教則 (下 )

の教授内容「容易キ分数」について、7年の教則

(下)では第 2級で学ぶことになった。3つは、
「習字」の第 3級の内容である。6年 5月 の教則

(下)の第 3級では草書を学ぶことになっている

が、7年の教則 (下)では第 4級から継続して第
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3級でも行書を学ぶことになった。

6年 5月 の教則 (下)は、6年 2月 の教則 (下 )

と比べて全体的に教授内容の等級を繰り下げた結

果、学習内容は高度になったが、7年の教則 (下 )

でも同様に「読物」と「算術」の一部の等級につ

いて教授内容を繰 り下げた結果、さらに高度な学

習内容になった。

(4)明治 6年 5月 の上等小学教則

6年 5月 の教則 (上)の等級ごとに置かれた教

科、週ごとの学習時間、教授内容、教授方法、教

科書類 (掛図や教具含)について、巻末表 7に整

理した。

教科は、「読物」「算術」「習字」「輪講」「詰記」

「作文」「罫画J「諸科復習」「体操」の 9種を置

いた。下等小学教則の教科と対照させると、「輪講」
「詰記」「罫画」を加え、「書取」「作文」「問答」

がなくなった。

主な教授内容は、書くこと (「習字」「作文J)、

算術、地理 (「読物」の教科書)、 歴史 (「読物」の

教科書)、 理科 (「読物」の教科書)、 修身 (「読物」

の教科書)、体操である。下等小学教員」と比べると、

「読物」で用いられる教科書の内容が多岐にわた

つているため、教授内容も多くなった。理科の内

容の種類が増え、修身も新たに加わった。

教授方法はほとんど記されていないが、その中

で「習字」の第 4級には「草書細字フ早写セシム

但手本ヲ与ヘスシテ教師日述スJと あり、「作文」

の第 7級についても「問題ヲ出シテ答ヘテ文二綴

ラシム」と記されている。このように、教授方法

をほとんど示さない上等小学教則の中でも、書く

教科についてはある程度詳しく示しており、書く

ことの重視がうかがえる。一方で、文部省の小学

教則で重視されていた「輪講」については、凡例

に「其級二於テ学ヒタル書籍ヲ用フ依テ別二書名

ヲ掲ケス」と、その級で用いる教科書を使うとい

う指示のみだつた。教科書は「読物」のみで指定

されたにすぎなかったため、選択肢はほとんどな

かったといってよい。

このように上等小学教則は、下等小学教則に比

べると入念に作られたとは考えにくく、「学制」成

立期において、東京師範学校も下等小学の教育課

程の充実を優先させたことはあきらかだった。

3 文部省と東京師範学校の小学教則の共通点と
差異

文部省は東京師範学校を実践研究の場として活

用し、東京師範学校によりよい小学教則を考案さ

せょぅとした 32。 その目的は、文部省及び東京師

範学校の小学教則を各府県の小学教則のモデルに

することにあった 3♪。実際、明治 6年の文部省の

小学教則の第 2章には「……今其毎級課業授ケ方

ノー例ヲ挙テ左二示ス尤一般必行ノモノニハ非ス

ト雖 ドモ各其地其境二随ヒ能ク之ヲ掛酌シテ活用

ノ方ヲ求ムヘシ」3か とぁり、文部省の小学教則に

書かれている課題 (教授内容や教授方法)は必ず

実行しなければいけないというものではなく、地

域の事情に合わせて文部省の小学教則を活用する

ようにと述べる。そして、明治 10年になると「暴

時各府県二於テ制定スル所ノ教則学期等ハ率ネ皆

官立師範学校二準拠シ……」3つ とぁるように、各

府県の小学教則は師範学校の小学教則をもとに作

成されるようになっていた。

本節では、「学制」成立期において文部省がまず

充実させたいと考えていた小学の中でも下等小学

教則を対象に分析する。具体的には、文部省の明

治 6年の下等小学教員1(以降本節では、文部省の

小学教則という。)と東京師範学校の明治 7年 1

月の下等小学教則 (以降本節では、師範学校の小

学教則という。)を題材に、(1)教科と教授内容、

(2)教授方法の 2点を対照することで、2つの機

関の小学教則の特徴をあきらかにする。

(1)教科と教授内容

両者の小学教則の主な共通点は2点である。 1
つは、教授内容の編成である。主に読み書き算と

いう近世以来の学びと地理 (欧米の地理など)や
理科 (窮理学、博物など)と いう新しい近代の学

問によって構成されていた。読むことについて、
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文部省の小学教則では「単語読方」や「会話読方」

という教科を置き、教科書を通じて語句の読みや

意味を学ばせるようにした。師範学校の小学教員」

でも「読物Jの 中で単語の読み方を学ばせた。書

くことについて、文部省の小学教則では「習字」

「綴字」「書贖」「単語書取」など複数の教科を置

いて、平仮名や数字などの字、単語、手紙文を学

ばせるようにした。師範学校の小学教則では「習

字」「書取」「作文Jの教科で、文字 (楷書、行書、

草書)や手紙文などの内容を学ばせるようにした。

「算術」は両者の小学教則とも全等級に置き、四

則などの計算、分数、筆算、暗算を学ばせた。理

科については、文部省の小学教則における教科書

の内容や教科別配当時間より、特に理科を重視し

たといわれる 3∂。また、師範学校の小学教則では、

「問答」や「読物」の教科書 (『小学読本』3つ )

に理科の内容を含んだ。地理について、文部省の

小学教則では「地理輪講」「地理読方」の教科を置

き、『 日本国尽』『世界国尽』という教科書を使つ

て学んだ。師範学校の小学教則では「問答」や「読

物Jの教科書に、日本地理 (『 日本地誌暑』)や世

界地理 (『万国地誌暑』)の内容を含んだ。2つは、

教授方法から名づけられた教科名にある。特に文

部省の小学教則に多くにみられる。師範学校の小

学教則でも「問答J「読物J「書取」などを教科名

としてあげた。このことは「どのように学ぶか」

という教授方法そのものを教授内容としても重視

したためと考えられる。

両者の小学教則の主な違いは、2点である。1

つは、「体操Jと修身と養生と歴史という4つの

教授内容にある。上記したように、両者の小学教

則は教科と教授内容について類似した編成をとる

が、この 4つのみ異なる。文部省の小学教則のみ

に修身 (「修身口授」)と養生 (「養生回授」)の教

科を置き、師範学校の小学教員」のみに「体操」を

置き、「問答Jと 「読物」で用いられる教科書 (「万

国史暑」「日本史暑」)を通じて歴史 (欧米史と日

本史)を学ばせた。2つは、1つの教科における

学習内容の系統性である。文部省の小学教則は 19

の教科がありながら、全等級に置いた教科は「習

字」「算術」のみであり、等級によつて教科を変え

る傾向にあつた。一方で、師範学校の小学教則で

はほとんどの教科が全等級を通じて学ぶものにな

り、教科における学習内容の系統性が明確になつ

た。

(2)教授方法

両者の小学教則の主な共通点は2点である。1

つは、書くことである。書くことに関わる教科や

詳細な教授方法の記述が多く、書くという教授方

法を重視していることがわかる。2つは、教科書

の使用である。さまざまな教科で教科書が用いら

れ、その内容を児童に習得させようとした。

両者の小学教則の主な違いは、4点である。1

つは、掛図や教具の使用である。師範学校の小学

教則では「読物」「問答」「体操」の教科で、図や

地図や地球儀を用いるように示した。一方で、文

部省の小学教則では掛図や教具の使用は示されず、

「地理輪講」で日本地図や世界地図の用法を教え

る際も地図を使うことは無かつた。2つは、教科

をまたがった教科書の使用である。師範学校の小

学教則では、同じ等級の「読物」と「間答Jにお

いて同じ教科書を使用した。例えば、第 5級では、
「読物」の時間に『 日本地誌暑』の内容 (日 本地

理)について地図を使って学ぶ。さらに「問答」

の時間では、『 日本地誌暑』と地図と地球儀を使い

ながら問答する。このように教科書の内容を教授

した後に問答を行なうことで、学習内容の定着を

はかつたものと考えられる。3つは、授業時間外

の予習・復習を前提とした授業である。師範学校

の小学教則にはみられないが 39、 文部省の小学教

則の「読本輪講」「地理輪講」「会話詰誦」に予習・

復習を前提とした授業を確認できる。例えば、「会

話詰誦」の第 5級では「¨̈ 未̈夕学ハザル所ヲ独

見シ来テ詰誦セシム」とあり、まだ学んでいない

教科書の箇所を事前に一人で読ませてきて、授業

でそれを暗誦させた。また、「読本輪講Jの第 4

級では「既二学ヒシ所ヲ詰誦シ来リー人ツ 直ゝ立

シ所ヲ変ヘテ其意義ヲ講述スJと あり、学んだと

ころを暗誦させてきて、授業では一人ずつ順番に
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その意味を「講述」させた。4つは、輸講と問答

という2つの教授方法である。文部省の小学教則

では、上位の等級に複数の輪講の教科を置いた。

一方で師範学校の小学教則では、全等級に「問答」

を置いた。このように、輪講と問答はそれぞれの

小学教則で重視されていた教授内容かつ教授方法

であったといえる 3り。問答は、アメリカの小学校

教則から導入したものであり4じ、教員の問いに対

して児童が適切に回答するものであり、習得した

知識を確認することができた。一方で、輪講は授

業前に教科書を予習したうえで、一人ずつ「講述」

していくものだつた。輸講は、これまで学んだ知

識を組み合わせて論理的な説明や主張をするとい

う点で児童にとつて、問答よりもさらに高度な学

習内容 (学習方法)だったと考えられる。

以上、2つの小学教則にみる共通点と違いをあ

げてきた。先行研究では、倉澤剛氏が文部省の小

学教則と東京師範学校の小学教則 (明治 6年 2月 )

を対照させた結果、東京師範学校では①国語に関

する教科が「著しく整とんされ、一般に親しみ易

いもの」になった、②さまざまな教授内容を「問

答」という1つの教科にまとめ「すっきりした構

成」になった、③道徳の教科 (「修身口授J)がな

くなり「知識主義一辺倒のカリキュラム」になっ

た、④児童用の教科書と掛図が初めて作られ、小

学教則にもりこまれたため「教則は始めて児童の

実態に近づいてきた」と述べ、東京師範学校の小

学教則を評価した 4p。 このような倉澤氏の評価に

対して、本稿では以下の考察を付け加えたい。

まず、両者の小学教則の共通点である。主な教

授内容の編成についてはほぼ共有していた。教授

内容について、体操と歴史は師範学校のみで学び、

養生や修身は文部省のみで学ぶというように若干

の違いはみられるものの、近世以来の伝統的な読

み書き算と近代の新しい知識である理科や地理で

構成される教授内容に大きな違いはなかつた。両

者の小学教則の大きな違いは、教授方法にあると

考える。端的にいうと、文部省の小学教員Jに比べ

て、東京師範学校の小学教則は掛図の利用など児

童の発達段階を考慮した教授方法を採用し、複数

の教科に共通する教科書を使用し、児童に授業外

の予習・復習を課さないなどの点から、教員も児

童も取り組みやすいものであつたと推測できる。

一方で、文部省の小学教貝Jは、江戸時代の教授方

法を多分に継承していた。具体的に、「単語読方J

の第 8級の教授方法を示そう。「童蒙必読単語篇

等ヲ授ケ兼テ其語ヲ盤上二記シ訓読フ高唱シ生徒

一同之二準誦セシメ而シテ後其意義ヲ授ク但日々

前日ノ分ヲ詰誦シ来ラシム」とあるように、児童

は言葉の意味をわからなくてもとりあえず教員の

後に続いて教科書の文を声に出して読み、その後

に意味が教えられた。また、前日の分の暗誦を日々

義務づけられた。この学習過程は、洋学や国学に

も適用されていたといわれる漢学の学習方法の 1

つである素読と重なる 4'。 また、文部省の小学教

則では、教員が児童に教科書の内容を「講述」す

るという方法をとるが、これも近世の漢学塾など

で「先生が生徒たちの前で、経書の一章、あるい

は一節ずつを講解して聴かせる、日頭で行われた

一斉授業」4♪ と重なる教授方法である。輪講につ

いてもすでに 1節で述べたとおり、特に藩校や郷

学や漢学塾などで行なわれていた教授方法だつた。

なぜ、近世の教授方法が近代の小学教則で採用さ

れたのか。文部省の小学教則を起草したのは洋学

者たちだったといわれる 4つ。近世で漢学を学び、

さらに輪講 (近世では「会読」)や素読を通じて洋

学を習得した小学教則の起草者たちが、同じよう

に近世以来の教授方法を用いて児童に新しい知識

を教授しようとしたことは想像に難くない。しか

し、近世において藩校や漢学塾や洋学塾で学べた

人々はごく一部であった。そのため、文部省の小

学教則が採用した教授方法は、多くの児童にとつ

てまた一部の教員にとつてもなじみのないもので

あり、高度な方法として敬遠される可能性を有し

ていたとも考えられる。ただし、このような特徴

をもつ文部省の小学教則は否定されるものではな

く、1つの小学教則のモデルとして、師範学校の

小学教則とともに各府県に提示され、採用する府

県も存在した。
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おわりに

本稿は、「学制」成立期の学校の教育課程に影響

を及ぼしたといわれる文部省と東京師範学校が作

成した教則の教授内容及び教授方法について、近

世からの継承と近代以降の外国からの摂取という

観点から、詳細に検討したものである。

文部省は、明治 5年「学制」発布の翌月に小学

教則と中学教則を公布し、6歳から 19歳までの児

童生徒が通う小学校及び中学校の教育課程を示し

た。さらに、翌年には小学教則を改正した。一方

で、東京師範学校は明治 6年 2月 に初めて小学教

則を出し、その後同年 5月 と明治 7年に 2度の改

正を行なつた。小学校、中学校はともに上等と下

等に分かれるため、小学校については下等小学教

則と上等小学教則を、中学校についても下等中学

教則と上等中学教則を作成したが、文部省は小学

校の充実を優先したことや当該期に上等小学や中

学まで進学する児童生徒が少なかったことなどを

背景に、上等小学教則や中学教則は、下等小学教

則に比べると教授内容や教授方法の記述を簡略化

する傾向にあつた。そのため、ここでは「学制」

成立期において、2つの機関が提示した下等小学

教則に焦点をあてて、以下に特徴をまとめる。

文部省は「学制J成立期に 2つの下等小学教貝1

を公布した。その教授内容は、近世以来の読み書

き算と近代の新しい学問である理科や地理、保健、

修身で構成された。教授方法として、教科書の使

用のほか、近世以来の基本的な読み書きや藩校や

学問塾 (漢学塾、洋学塾、国学塾など)な どで用

いられた素読、輸講という方法を用いながら近代

の知識の習得も目指した。一方、東京師範学校で

は、「学制J成立期に 3つの下等小学教則を出し

た。3つの下等小学教則を対照してわかつたこと

は 3点である。1つは、改正を重ねても教科数や

教科名は変わらなかったことである。文部省の小

学教則と対照すると教科名や教科数に違いはある

ものの、実際の教授内容編成は大きく変わるもの

ではなかつた。2つに、先行研究では指摘されて

いないが改正を重ねるにつれて、複数の教科の教

授内容が高度になつたことである。「書取」「作文」

「問答」など複数の教科において、改正を重ねる

うちに教授内容が下位の等級に繰り下がるように

なり、結果として児童は当初より高度な内容を学

ぶことになった。3つに、改正を重ねるにつれて

教授方法を詳細に記すようになったことである。

「算術」「諸科復習J「体操」という教科の教授方

法が詳しく説明されるようになり、より充実した

内容になつてきた。3節で詳しく述べたように、

両者の小学教則の大きな違いは教授内容よりもむ

しろ教授方法にあつたと考えられる。文部省及び

東京師範学校の小学教則は、各府県の小学教則の

モデルとしての役割を有していた。そのため、さ

まざまな教授方法を各府県に示すことに意味があ

つた。文部省は主に近世以来の教授方法を提示し、

東京師範学校は主にアメリカの小学校から導入し

た教授方法を提示した。このように 2つの機関が

提示した小学教員」のうちどちらを各府県は選び、

活用していくのか。その選択は、どのような地域

の事情や教育観に基づくのか。本稿で整理した文

部省と東京師範学校の教育課程の特徴を念頭に置

きながら、今後は「学制J成立期における地域の

小学教則を発掘し、作成過程から編成のあり方に

ついて、分析と考察を進めたい。
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省創定小学教則について」、46頁)によると、「読

本読方」「読本輪講」の教科書である『啓蒙智恵の

環』『窮理問答』『物理訓蒙』『天変地異』『道理図

解』などは、「理科的啓蒙書」であつた。また、『 日

本科学技術史体系』 (前掲註 3)、 201頁)による

と「書贖」の教科書である『窮理捷径十二月帖』

は理科に関する問答を中心とした手紙文だつた。

14)た だし、近世でも藩校や学問塾 (漢学塾、国

学塾、洋学塾)、 郷学などで講釈という一斉教授も

行なわれていた。前田勉氏などの研究成果 (前掲

註 12)、 41～45頁)に詳しい。
15)前掲註 3)『学制の研究』、685頁。

16)ただし、「当分欠ク」と記される。

17)向野康江氏 (「『学制』成立期における罫画の

意味/罫画は美術教育の教科名か ?」『美術教育

学 :美術科教育学会誌』20、 1999年、111頁。)

は「罫画」を地図作成のプロセスを学ぶ教科であ

るとした。

18)前掲註 12)、 340頁。

19)同上書、46頁。

20)ただし、全ての等級で減少したわけではない。

21)前掲註 3)『学制百年史 (記述篇)』、206頁。

22)『文部省第一年報 (明治六年)』 宣文堂書店、

1964年、 149頁。

23)『文部省第二年報 (明治七年)』 宣文堂書店、

1964年、 1頁。

24)『文部省第五年報 (明治十年)』 宣文堂書店、

1965年、 15頁。

25)前掲註 22)、 149～ 150頁。

26)前掲註 4)「東京師範学校附属小学教則 と米国

サンフランシスコ公立学校カリキュラムとの比較

考察」、193頁。前掲註 3)『日本科学技術史体系』、

203頁。

り
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27)前掲註 4)「東京師範学校附属小学教則と米国

サンフランシスコ公立学校カリキュラムとの比較

考察」、192頁。前掲註 3)『 日本科学技術史体系』、

204頁。

28)前掲註 5)「滋賀県における明治初期の教育史

資料 (2)」、79頁。

29)同上論文、82頁。

30)片桐芳雄氏 (「明治初期における公立小学教

則の研究―岡山県を対象として一」『愛知教育大学

研究報告』31(教育科学)、 1982年、55頁)は「前

年まで『堅ク遵奉』しようとしていた文部省教則

を、いわゆる師範学校式教則にあらためたのでは

なかろうか」と推測している。

31)前掲註 3)『 日本科学技術史体系』、204頁。

32)前掲註 3)『学制の研究』、687頁。『学制百年

史』 (前掲註 3)、 179頁)では「小学校の教育課

程をわが国の実情に即して編成するには、机上の

計画では不適当であることが明らかであった。そ

こで、明治五年二月東京に創設された直轄の師範

学校において、新しい小学教則の編成を行なわせ

ることとなったのである。」と述べられている。

33)前掲註 3)『小学校の歴史 I』、761頁。

34)前掲註 8)。

35)前掲註 24)、 1頁。

36)『 日本科学技術史体系』(前掲誌 3)、 200～ 201

頁)に よると、教科書の内容や教科別配当時間を

検討した結果、文部省の小学教則は「数学・科学・

技術教育」中心の内容であつた。

37)例えば、同上書 (228～234頁)に掲載され

ている第 5級の『小学読本』(巻 4)をみると、月

食・日食の仕組みや地球と星の仕組み、図形など

理科や算術の内容である。

38)明治 6年 2月 の小学教則の「作文」第 3級に

はあったが、明治 6年 5月 の小学教則で削除され

た。

39)「問答」について、倉澤剛氏 (前掲註 3)『学

制の研究』、700頁)は「師範学校案の中核となり、

これが全国の小学校に異様な波紋をなげかけるの

である。」と述べる。

40)前掲註 3)『学制の研究』700～ 701頁。前掲

註 4)「東京師範学校附属小学教則と米国サンフラ

ンシスコ公立学校カリキュラムとの比較考察」

198-199頁。

41)同上書『学制の研究』、688～689頁。倉澤氏

は明治 6年の文部省の小学教則と明治 6年 5月 の

東京師範学校の小学教則を対照した。一方で、本

稿は、東京師範学校の小学教則については明治 7

年 1月 の小学教則を分析対象にしている。東京師

範学校の明治 6年 5年 と明治 7年 1月 の小学教則

を比較すると、いくつかの教科における学習内容

が高度になったという点以外に大きな変更はなか

ったため、倉澤氏の評価に対して考察を付け加え

ることとした。

42)前田勉氏 (前掲註 12)、 37頁)は、素読につ

いて「漢文の意味内容を解釈せずに、ただ声をあ

げて、文字のみを読み習い、暗誦することをめざ

した。具体的には、先生が一人一人の生徒の前で、

一人一人の進み具合に応じて、テキストの漢字一

字―字を『字突き棒』で指しながら、ゆっくり読

み、生徒はそれを復誦する。次の回までに、今日

の分を暗誦してきて、先生の前で、スラスラ誤り

なく読むことができれば、先に進むことができ

る。J と説明する。

43)同上書、41頁。

44)前掲註 3)『 日本科学技術史体系』、201頁。

【付記】

本研究は、学術研究助成基金助成金 (若手研究

(B))「近世・近代移行期の職業転換にみる近世

の学問の意義と展開」(課題番号 23730740)の 助

成を受けたものである。
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表1明治5年の文都省の下等小学牧則
1教 Fl書 1教科書 1教科書 1教科書 1教科書

貯

<教授方漱>
生健を順に並ばせ 右の教科書を
崚つて 教師lt盤上に書き 崚える。
lt日に学んだ分は 生佳間で確
B修正させる

■口なの糸口』
『う0まなひ』
『綸入智恵の環』
●1 ・̈̈郡̈ば一̈

詈■
『手習車制
『晉宇本』
『習字初歩』

出 時
<教授内害>
漠字の構●
く較換方法>
●縁と同じ

週6峙

く教授内容>
行書
く教授方法>
前級と同じ

嘔6時
く教授内容>
行魯
く教授方漱>
前録と同じ

動一̈一一̈̈
娘
囀一̈は

週4時
前緻と同じ

日2時

前級と同じ

草箔腱方

□6時
く教授内容>
右の改科書などの内容

瞳 董必珈 章岳
澪

魯 時
く教授方餞>
前後と同じ

間 方往対
F饉業住来』
『世界商売
に来』

澪法撃術
算術

■筆算創豪』
『洋
=早
学』

節 時
軍術
く致授内容>
桑餘
=筆算と饉年

く教授内魯>
茉除算の方餞
は ll緞と同じ
筆彙 嗜

"は
隔

日で腋識 せる

週6時

算衝
く教授内容>
桑餘事

週3晴

算術
く教慢内容>
加滅桑隧法

魯咄輔鋤彎

週6峙

築術
く教授内響>
分敗
=

週8時

算術
く教授内暮>
分数
比例
=

膠身口授

a2"
く授鸞方法>
右の教科書などを使つて 教師の
口から説諭する

『民家童蒙解』
『民家菫蒙敦草:

週2時

ll緻と同じ

週2時

く牧捜方法>
右の教科書などを
使って 前級と同じ
ようt籠述する。

い多身論』

週1時

く内害>
右の摯科,などの
大意
く授業方法>
右の教科書などの

大意を構猥する

'性
法略 J

単籠着誦

日4時

く摯擁方去>
一人ずつ査立し前日に学んだ部
撻 晴誦させる.

魯 時
前離と同じ

会話晰方 恥一一̈り」
『菫蒙必硫』
会括策

週6時

前級と同じ

単置
=取

週2時
前級と同じ

読本饉方

□6時

右の教科書などを

嗅つて 一句薔ずつ

教え 生徒―同執師
の後に続いて麟む.

『西洋衣食
住学』
『学問のす
すめ』
『啓黎智意
の最』

週4時

く教授内書>
前級のほか 右の
教科書など0内書

『西津夜話』
『窮理同答』
『物理副蒙』
『天変・L異』



1教科書 1教科書 1教科書 1散 71i 1教科書 1教科書

会話譜誦

咆学罰方
囀一一＆一一』

『日本国尽』

□6時

<教授内容>
右の教■■書を勃 『世界国尽』

姜生口授

週2時

く教授方法>
右の教科書などを
使つて 教師が日述
する

送
学
生
全
菱
健

□2時

的級と同じ

週2峙

前級と同じ

餞話書取
く教授方法>
単語と同じよう

a6時
く教授方法>
すでに学んだと
ころを暗誦してき
て一人ずつ直
立し場所を変え
てその意味を誇
こさせる

週6時

前級と同じ

週0時

く藪授方法> 『道理ロ
剛
『西■新
悧

週4時
前aと同じを敗え 講整 せ

る.

文法 殊一一一〔一̈在

義一一化

当分欠く
く教授内容>
接口 厠飼

嘔希 議 r日■国
尽』

:世界目

剛

週4時

く敬授内容>
前■ 有の教
科書などを使つ

た世界地国の

用法
く教授方表>
前書 右の教
科書などを使つ
て 世界地国の

用法を誘述計
る。

輌疇岬碑『

哩学綸講

右の螢

"=な
ど

く教授方ま>
右の教科書などの
書を教え 議逃させ

『窮理図
輌

週4時

il緞と同じ
週6"
前級と同じ

書崚

く教授方法>
右の教科書などを
用いて かんたんな
日用文を盤上に配し
て 構解し

=徒
に写

『啓中手習
本』
『窮理掟径
十二月帖:

週4時

前級と同じ

囀0時

く教授内審>
日用文

諸肛文など

各科温習

園2時

く教授方湾>
これまで学ん
だところをあ′
て 復習させ

‐
い
い
，

=1磯授内容J及びけ 崚内容』中に用いた単籠は できるだけ資料の通りこ記した。
2畔法算術 算術Jま 摯級によつて科目名が興なるため 等級のく教授内容>く致授方法>の上に 教科名を記した

口8時

(教授内魯>
右0織科書の
書ヽ
世界塘国の使
方ヽ
く教授方ま>
すでに学んだ右
,数科書の部分
こついて 凛よ郷
ささせる。
ともに世界地図
D用い方を示す
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表2明治0年 5月 の文部省の下等小学教則
1教纂魯 1数薔薔 1薇■

=

幹

く教授方螢>

議鋼 轟撃 競
る
ll日 に改えた分は 生佳同で確
認 修正させる

贈 意の糸口』

'う

0まな例
『絵入智菫の¬
じ1

く軟撮内容>
二十
=四
段の活用

宇書かなづがいな
ど
く致燎方法>
ltaと同じ

口字
f手習草綱
『習宇初刹

コ4時

く教授内容>
模字の僣書
く崚燿方法>
前aと同じ

過4峙

く教授内容>
イit
く教授方法>
ll崚と同じ

1醸時
く崚捜内容>
●●
く崚蜃方去>
町崚と同じ

の
野一一
文

ty時
詢量と同じ

迎2時

前畿と同じ

単田続方 『童蒙必鮨』単語
籠

レ 時
く教授方漱>
首の教科書などを
Ⅲ緞と同じようこ教
える。

『地方住来』
『晨彙住来』

『
世界歯贅雀
未』

諄鮨 『筆算罰彙』
『洋算制

週4時

く改摂内審>
彙藤年

コ4時
<教授内容>
力1彙彙除ヽ

1■時
<教授内暮>
分数年

週4時

く致擁内曹>
分致算

迎4時

く攣授内暮>
分蠍
比鋼事

日1"
(教授方去>
有の改科●などを■つて 薇師の
1から籠議する

瞳 患教刺
瞳 豪測

日1時

"緻

と同じ :価■ml
蒙』
:0身●』

週1時
く教授内容>
教科書などの大蔵
く崚授方苦>
右の教科書などの
大蔵t講述する

『性餞籠:

単籠着誦

<議授方著>
一人ずつ直立し 前日に学んだ部
分を暗誦させる
盤上に記させる

週2時

前緞と同じ

螢話饒方

く戦猥方法>
右の教科書を使つ
て 改える 単語鮨
の方法と同じ.

腱 中必閾
会辱市

風4時

ll崚 と同じ

自体学ロ

腱

al時
く欧燎方法>
右の教●●●どを使つて 牧師か
ら説示する.

『目体,I判

目1■
前■と同じ

中目崚取 晰一̈̈一一̈一̈

晨2時

虹級と同じ

屋6時

く報 内容>
右の教科書を使つて 平仮名や月
反名 数字 西洋敦字を教える
字形 還筆を主に教える コ1証を
政える必要はない。
(授桑方去>
教師は 邁国する。
右の教■■縦 う.

□2昨
く教授方法>
有の教科書などを
吏つて ll緞と同じ
うヽに講耐 る
rl藪と同じょぅに
,る .
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1教科書 1改科書

眈本腱方 鵬一一一一̈転

一　

す
　
な

一　

の
　

智

一劇鰤蜘嘩州

目2"
く改崚内暮>
前級のほか 右の
緻科書などの内書

悧
『
剌
剌

夜

問
創
彗

酔
理
樋
裁

会議市誦

a4時
く破授方法>
前に学んだところ
を 一人ずつ■所を
質えて暗誦させる.
学んていないとこ
ろは 独兄させてき
て nllさせる。

地理籠方

く崚慢内容>
右の教科書を教え

る。
く霰景方法>
議奉麟方と同じよ
うにする

『日本国尽』

出 時
く教授内容>
右の教科書の内害 『世界目尽』

螢生回慢

く薇授方広>
右の崚科書などを
円いて 講師がロ
慶する.

『養生議』
『饉全学』

過2時
前級と同じ

週2時

前級と同じ

会踵随取

題2時

く政授内書>
単語書取と同じように

する。

蜃本輌需

く戦授方法>
すでに学んだところを
暗誦してきて 一人ずつ

直立し 場所を表えてそ
の意味を疇養 せる。

駆 時
llaと同じ

醸

"く教授方湾>
右の教科‐Lどを教
え 粛述させる。

『■理国民』
『西キ斬書』

週2時

ll級と同じ

文法

当分欠く

く崚薇内書>
椒科書を用いた日
籟や名嗣の指壺化
く教授方
=>皓誦を主にする

当分欠く

く教授内暮>
慟詞の活用喪化

当分欠く
く教授内暮>
接詞 副詞 数ヨ
などの活用

嘔理囀講
:日本国尽』

'世

界口尽:̈一̈̈一一一り̈“

前書 (,世界

曰尽 :)

『地理事始』

鮨理輪麟

晰一一督一一一

『霧理國解:

a2時
前緞と同じ

口4時
ltaと同じ

書贖
:啓中手習刹
『綱理菫饉+ニ
月帖』

日2時

前級と同じ

目4時

く教授内害>
日周文

鮨肛文など

各暮星詈

く教授方六>
これまで学んだと
ころをあげて ,晋
させる。

腱
1瞼 ,内魯藪 びf輌侵内暮J中に用いた単語は で台るだけ資料の通りに記した。

<教授方法>
有の教科書などを用
てヽ かんたんな日用
え鍛 上に日して 藤
軽し 生佳に写させ
る。



‐
ド
∞
‐

表3明治5年φ文部省の上等小学教則
:教科書類 1載科

=通
1教科書盪 1教科書璽 :重科書 類 1獣科書類 1教科書類

く黎接内魯>
行,平仮名交じりの
文
書籠用の文
く教摂方法>
字を4ヽきくさせる。

週2時
前級と同じ

諄術

週3時

く教授内容>
比例
=

週6時

く教授内容>
比例算

週6時

く教授内容>

=分
,

週3時

く教授内容>
差分軍

週6時

く教授内容>
差分算

目6時

く教授内容>
累乗開法の大略

週3時

く教授内容>
利忠算

週6時

く教授内瘤>
連級
対戦用法

週4"
く教授方法>
右の教科書などを憂
見させてきて、■講ロ
述させる。

『西洋事情』

週6時
く教授力漱>
右の教科書などを独
見させてきて 輸静さ
せる。
教師はいつしJIこ器
機雄 って、理籠を実
にする.

博物新福訳
』

題6時
ll級と同じ

週6時
前燿と同じ

還4時
前級と同じ

週2時
前緻と同じ

迎2時

前級と同じ 同時鍵
這

前 同
鳩
鮭
過

前

遣』
格物入円和
』
気海■目慶
』

=械

え芸

当分欠く
く教授内事>
作文の活用

当分欠く
前級と同じ

当分欠く
前級と同じ

当分久く
前級と同じ

当分欠く

乖緻と同じ

悠

桐

分

級

当

前
当分欠く
前級と同じ 悠

輌
崎
頑

書腋 書
積■文

書腋作文
日0時
く教授方法>
短いかんたんな日
円文を作らせる。

,精作文
コe時
It級と同じ

書崚作文
週6時

前級と同じ
『曰誌類』

同
報鵬設

書腋作文
量4時
く教授内容>
公用文
く教授方法>
公用文を作らせる。

書崚■文

週3時

前級と同じ

日6時
く教授方議>
右の教科書を独見さ
せてきて、講養 せ
る。
ともに増名を目させ
る地図をおいて その
咆名を口に出して読
み その箇所を指示

『皇口地理書』
地国 麟囃峰

副 時
前織と周じ

題2時

前級と同じ
週2時

前緞と同じ
取

"前緻と同じ
週2時

前級と同じ
迎 時
前緞と同じ

週4時
く教授方法>
有の教科書など
を独見させ 輪講
させる。

『二代―

剌

週4時
く教授方法>
右の教科書などを
独見させてきて、犀
説させる.

『曰史略』
過0時

前級と同じ

□4時
く教授方法>
右の教II■の頌を
睫つて な見檜講させ
る。前螢と回じように,
tiう _

『万国史
略』

週2時

く鋤 法>
右の教科書などを
使って 独■

"疇
させ

る。前級と同じように
行なう̂

目2時

前級と同じ 同
特
鍵
週

一利

餃 時

前級と曰じ
く教崚方菫>
手本を用いて そ
の文を教師が口述
する。

置2時

誠級と同じ 向鳩腱
週

一馴

置2時

詢緻と同じ
週2時

lll緞と同じ

一一̈一一̈こ



1教科書類 1改科書類 教科書類

『南核根曇
日本』罫画

『西画指
自:

口,時
く崚慢内暮>
弧籠体
く教授方法>
弧線体を画がせる.

量4時

く教授内容>
地国
その他種々

く教授方苦>
地図を画かせる.

誨何

目4時

く教授内暮>
右の浚科■を用
しヽた正秒の頸
く議授方法>
算術と同じ

『罰地略』
饉何学の部

駆 時
く教授内書>
諸籠角度三角形の類

駆 時
く教授内蓼>
円形 多角 平面IIa
つ菊

還4時
く教授内書>
譜形の比菫など

通6峙

く教授内容>
実用法

薄場

晨 時
く菫授方法>
右の数料書を独見綺
喘させる.

目2時

く教授方法>
右の教●書を独見
議述させる.

『博物新編
訳解』野獣
の都

■3時
く教授内審>
右の教科書を崚える。

『博物新編

内動一̈客
駅解』諫薔
の部

訳解』車木
の部

釈躍』鳥介
議の部

`ヒ

学 断一い合一一̈̈』一̈発

『化学國:
申』
『化学入
「1』
器機

畳2時

前級と同じ

主理

置1時

く教授方去>
教師の生曇を用
いて 理を口述す
る_

週1時

駐

‐
い
つ
‐

1「教授内容J及び「教授内容J中に用いた単語は できるだけ資料の通りに記した。
2「書贖 書贖作文Jは 等級によつて科目名が異なるため 等級のく崚慢内容>く散授方澪>の上に、教科名を,した。

:内容>
緻科書などを用

く戦攪方法>
有の教科書などを使っ
て、平面直線体の類を
副かせる_



表4明治0年2月 の東京師範の下年小学教則

1～ 100までの

‐
い
〇
‐

千『歌機内曽J及び「教授内容J中に用いた単薔は できるだけ資料の通りこ

“

した。
牽 科ぶ等級にこかれていない時は襴に‖線を引き、教科としてこかれているもののく教授内容>などが記されない時は空相のままとした。

L]J :輌 |卜■ lJ し15::IJ

硼

「五十音図」
「洒青図J
「単語回J第 1～
第3
岬 読ネ』巻1

く教授内容>
右の教科書の内
さ

r速語図」第1
-第 3
『小学

"本
J

書1

く教授内容>
右の教科書の内
彗

『小学航本』
書2

く教授内容>
右の教科書の内
さ
く教授方法>
いっしょに崚 輌
を示す.

『小学続本』
書3
『地理初歩』
地凛饉

〈教授内容 >
右の教科書の

内容
く教授方法>
いつしょに日本
也図を示す。

『 Jヽ学続本』
嚇4
『日本地理
■』巻,
日本地国

く教授内容>
右の教科書の内

容
く教授方琺>
いつしょに日本妙
四を示す。

『 |ヽ学続本』
螢5
『日本地理
嗜』巻2
日本地国

く教授内容>
右の教科書の

内容
く教授方漱>
tヽっしょに日本
也図をネす.

『小学醜本』
饉6
『日本地理
薔』善3
日本地国

く教授内容>
右の教科書の
内容
く教授方法>
■`つしょに万国
●口を示す。

F小学続本,
参0
f万国地理
姜』
万日地口

摩術

「数字図J
「算用椒申国」
算盤

勒

一̈̈一̈ 使

一疵一一尭

『小学二術
●』巻1

使

一薩一一元

『小学算
"疇1巻2

く漱授内容>
乗法
く教授方法>
右の教科書を

実う.

『小学算術
麟』巻0 使

一麟一一・

く教授内容>
四術合法
(教授方法>
右の教科書を
吏う。

『4ヽ学算術
薔』着5

く教授内容>
分数
く教授方漱>
右の教科書を
実う.

『小学算術
書』巻6100～万までの効

を数える.
彙算九九を晴誦
させる。

雪字
「習中国J
『習宇本』 償

一鵜一一・

『習宇本』
使

一機一一ヽ

可習中本』
使

一轄一一
九

『習宇本』 く教授内容
>

車書
く敷疇 >
車書

く教授内容>
草書手紙の文

く教授内容>
車
=手
紙の文

罰

く教螢方去>
21+書 単語の文字を
反名で綴らせる。

く教授方漱>
前緻と同じよう

■語を仮名で構ら
ける.

く教授方違>
単語中のかんだ
もな文字を書き取
らせる.

く教授方議>
単語を書き取らせ
る.

く教授方ま>
右の教科書の

中の短い句を書

=取
らせる。

『小学餃本』

く教授方去>
右の教科書の中
D句を書き取らせ
6.

『小学lt本』

コ 「単語□J

く歌授方法>
人体の部分 通
■物、色の国を
吏って.問答する。

ご色の国J

く牧侵方去>
「形体線産Jと「果
勁国Jを使って 間
野する。

「形体薇産J
「果物国J

く教授方漱>
″島■l燿 ル畠a 「花鳥獣魚と

議の回J

く教授方法>
右の教rl書と

し球饉を使つ

て、日答する。

『地理初歩』
く教授方沐>
右の教科証 日
地ヽ図を使つて
間答する.

『 曰ネ地理
11
日本地口

く教授方去>
『日本地理
●』
日本地国

く教授方浩>
右の教科書と
夢口地図と暗射
●図などを使
｀間答する。

理

　
国

□

地
　

地
地

国
　

国
射

肪

劇
妨

雌

国J吏って 間告,
う.

■地国を使い
日討 る .

乍文

く牧授方法>
1旬 の題を与え
(23句 綴らせ
る. 一̈」

|¬

:コ

●



‐
い
い
‐

表5明治6年5月 の東京師範学校の下等小学教則

"物

く教授内容>
「二十音国Jと「濁青

「二十吉日 J
「濁青国J
「単語図]第 1～

第3
「連語図J第 1～

第3

『小学護利 巻 I

く教授内容>
右の教科書の内
容

本鵠

２

小

―
、

■
暮

く教授内容>
右の教科書の内
き
く教授方法>
いっしょに地球犠
を示す。

『小学読本』
巻3
■地理初歩』
地球犠

く教授内容>
右の設科書の内

容
<教授方去>
いつしょに地図を
示す.

『 71N学議
本』巻4

'日

本地記
暑』巻1
地図

<薇授内容>
右の教科書の内容
く教授方漱>
いつしょにIL国を示

す.

『小学読本』
巻5
■日本地理
割 巻2
地図

く教授内容>
右の教●書の内

容
く教授方法>
いつしょに地図を
示す.

鋤
　
議

史
　

迪
嗜罰い軸躙

く教授内容>
右の教科書の内容
く教授方法>
いつしょに地図を示

す.

巻2
『万国地誌
暑』善2
地図

く軟侵内容>
右の教科書の内
容

f万国地誌
割 巻3

『万国史
暑』巻 I、 2
万曰地国

痒術

く教侵内容>
有の教科書J菫つた
敵字の読み方と1～
1∞までの書き方 位
取り

物数の数え方
力算
九九
く教授方法>
右の教科書を■う
(数字の読み方 1～
100までの書き方 位
取り).

■盤を使う(物数の
数え方).
■誦させる。(加算、

「数字国J
「算用数字国J
算盤

一̈敗̈秦一̈一郷

く教授内容>
加速
く教授方法>
最初は [小学算
断書Jを使い 晴算
を主とする.以下、
司じ.

『小学算
"書』 一磋一一う・』

『小学■術
書』 一囃一一』

『4ヽ学算ff
書』

く教授内容>
除法
く教授方法>
右の教科書を使
う.
暗算を主とする.

く教授内容>
四術合法
く教授方法>
右の教科書を使う

晴算を主とする。

『小学算術
自』

く教授内容>
簡単な分数
く教授方ま>
右の教科書を使

暗算を主とする。

『小学算Fr
書』

目字

く教授内容>
片仮名の字形
右の教科書を使っ′
瞑名

筆の

“

方 など
く教授方法>
石盤を使う.
右の教科書を使う.

『習字本』

く教授内容>
楷書
く教授方去>
右の教科姜 使
う。

『習字本』

く教授内容>
指書
く教授方法>
右の教科書を使

『習,本』
使

一機一一う・

『習字本』
く教授内容>
F書

く教授内容>
草書

く教授内容>
草書手工の文

く教晏内容>
車書手紙の文

書取

く教授方漱>
五+音 単孟の文
字を硬名で綴らせる.

く教授方去>
単語を書き取ら
ビる。

右の教科書の中
の奇を書き取らせ

る.
『小学繭本』

間答

く教授内容>
諸物の性質
用い方 など
く教授方去>
右の教●■を用い

て、日答する.

=単
語図J

く教授方送>
人体の部分、通
け物 色の国を
腱つて 間村
る.

『色の図J

く教擬方法>
「形体線度国Jと
『地理初歩』、地球
議など日吏つて 同
普する

「影体線度
国J

『迪理初歩』
地球儀

く教授方去>
『日本地譲略』、地
国 地球饉などを
直つて 間答する。

『 日本地誌
略』
地国
地球苺

前級と同じ

く教授方法>
右の教科書を
て 間答する。

暑
暮
史
地
本
本

射
問
時

ヽ一̈̈鈍
『日本史暑』
『万国地誌
署』
「暗射地国J

く教授方ま>
右の教科書を使
い 問答する.

誌

　

　

　

ｊ

麺‐嶽‐鞭‐・・

■

暑

■

〓

Ｉ

第

作文

く教授方法>
単語中の 1、 2字を
題に与えて 1旬に

晨らせる。
1旬の道を与え
て、2、 鉤 に履らせ

る.

lt級と同じ
前級と同じ

<教授方違>
かんたんな手紙の
文を綴らせる。

く教授方議>
かんたんな手紙
の文を援らせる.

諸科復習

く教授方
=>以前から学んだと

ころをあげて 復習
させる̂

饉議

麻操
く教授方法>
「体操国Jを使う。

i体操図 J

く教授方漱>
「体操国Jを使
う。

「体操図 J
く教授方議>
「体操国JJ吏う。

「体操国J
く教授方去>
「体操国Jを使う。

r体操国J
く教授方
=>

=体
操国Jを使う。

「体操図1
く教授方去>
「体操図Jを使う.

「体操国J
く教授方議>
「体操図Jを使う。

「体操図J
く教授方法>
「体操国 Jを使う.

「体操図J

註
1「教授内容Jユび「教授内宮J中に用いた単語は できるだけ資料の通りこ認した.

2漱科が等級に置かれていない時は欄に‖線を,き 教科として置かれているもののく教授内蓉 >などが記されない

"は
空櫛のままとした.



表0明治7■ 1月

‐
０
い

‐

1教科書類

甕物

小学航本巻 1の■2

回
く教授方法>
有の教科書を使
う。

「五十音国J
r濁音囲J
「車議図J第 1～

第8

「連暦因J第 1～

第3

『小学籠ネ』巻1

く致晨内官>
右の教科書の内

密
『小学読本』
巻12

く薇授内書>
右の崚科書の内
書
く崚援方法>
いつしょに地雌

を示す.

く教授内日>
右の教科■0内
容
く教授方法>
いっしょこ地口を
示す.
い抽̈鰤脚

く教授内宮>
右の教科書の内8
く教授方法>
いつしょこ地図を示
す 櫛̈̈呻麺

く教授内容> く教授内容>
右の教科書の内容
く敬授方法>
いつしょに地図を示
す.

議
　
割

地
　
壼
い『簾諫廻 一̈幡

『万国地彗
署』巻2
『万日史

=』書12

巻3
『聰理初歩』
地球餞

く教授方法 >
いつしょに地国を示
す 　̈

躙

“

術

く黎 内容>
右の教科書を使つ

た歌字の読み方と1
～10峠での■き
方 位取り
働蟻の教え方
加,
九九
く崚崚方ま>
右の教科書を使う
(饉み方 1～ 100ま
での■き方 位取
り,。
算盤を使う(物の
数え方).
晴誦させる。(加
算 九九)

く教靡 >
片捩名の字形
右の教科書を使,
た仮名
摯の持ち方 など
く教授方法>
石螢:を使う。
右の教科書を使

「数字口]
I算用藪中国J

く崚根内書>
1∞～万までの

数
彙
=九
九

罷焉数字
く教授内書>
前級と同じ

乗算九九を暗幅
させる。

く崚授内喜>
加法
く教授方議>

『小学算籠
割 一祟一一・̈

'小

学章rj
瀾

く教授内容>
乗法
く教授方法>
右の教科書を使う。
暗算を主とする.

:4ヽ争算僣
●1 一雌一一う。̈

く薇授内容>
簡単な分数
く教授方去>
右の教科書を使う.
暗算を主とする.

『 4ヽ学算術
渕

く薇猥内書>
分摯
く教授方法>

『小学算術
書』術●』を使い嗜ニ

を主とする。以下
同じ.

雌 を主とす
る。

目辛
:習字刹 使

一橋一一ス
罐宇本』 使

一橋一一う。

『晋字利

く教授内書>
指
=く牧授方法>
右の教科書を使

『響亭利
く教授内容>
罐

く教授内容>
FT書

く教授内宮>
■書手糧の文

く構授内審>
事書手紙の文

■取

く教授方法>
五十音 単悟の文
字を使名で綴らせ
る.

く教授方法>
単語を

'き
取ら

せる 一̈̈＆　一ゆ̈̈̈
義

『小学読本』

罰雪

<軟燿内容>
籠物の性彙
用い方 など
く薇授方法>
有の教科書を用
しヽて 日告する_

f単顧□」

く教授方法>
人体の部分、通

「色の国 J

度
　
歩韓剛呻嘘

<教授方法>
右の教科書と地

『曰ネ地鯰
暉』
地国

地獄饉

菫級と同じ
く教授方去>
右の教科■を使つ
て 間答する。

く教授方法>
右の教科書を使
い「請HIL図 Jなど
を使い、間告する。

『日本史
=』『万曰地諄

尋』
「詰射地国J

く教授方底> 境　蜘鴎

国
　
国
物

一
副
砺
一
一

常物 色の国を用
いて、岡書,る。

国 地導儀などを
睫つて、岡答する 『日本史剌 、`同告する。

作文

＼ 、 単語中の1"を
題に与えて、1旬に

爆らせる.
1旬の理を与え

て 23旬 に綴らせ
る。

前緻とΠじ 前蠍と同じ
く教授方法>
かんたんな手工の
えを綴らせる.

く崚授方
=>かんたんな手綱

つ文を崚らせる

嗜科篠習 一̈一』ホ操
く教授方法>
「体換図Jを使う.

「体操国 J か藤
方

図
授
操ｅホ
・

「体操回 J
く崚授方ヽ>
「体操図」を使う。

「体操四J
く教授方法>
「体操回」を使う。

「体操図]
く教授方法>
r体操国Jを使う。

「体操目J
く教授方送>
「体榛回Jを使う。

「体操口J
く崚跡 法>
『体操国Jを使う

「体操四J か藤
方
国
授
操金驀
う。

「体操国J

臓
1嗽授内容」及び喩 燿内容J中に用いた単層は せ るだけ資料の通りこ記した.
独 科が椰輌に置かれていない時 よ欄に斜

“

を,き 教縫 して置かれているもののく教授内容>など力

“

されない時は空襴のままとした。



表7明 治6年 5月 の東京師範学機の上等小学教員1

‐
い
い

‐

註
1嗽慢内容ユ び嗽 授内容」中に用いた単悟 ま できるだけ資料の通りこ記した.
2教科が等級に置かれていないけ ま欄に斜擦を弓き 教科として量かれているもののく教授内容>などが記されない時 ま空機のままとした。

お物

目6時
く教授内容> 『文法■』巻

1

『日本地理書』
巻8

畳6時
く教授内容> 『文去書』巻

2
曰0時

く教授内容>
『日本地理割
彗5

曰6時
く教授内容> 『万国地理書』書04

『修身談』巻1

日6時
く教授内容>

f,身談』巻 園6峙
く教授内容>

謄

蜘

『

談
　

暑
　

史

身

　
本

５
国

２

碓
３
個
ユ
砺
凱

曇6時

<教授内容>
右の教科書の内容

暑

　

¨

史

５

¨

国

ヽ

¨

万

ヽ

¨

ｆ

巻

．

目0時
く教授内容>

鉤　脚訃　『

睦卸咋働い廊
彗34 f日 本暮史』

彗123魯 醇 蟹 彗1 2 馨 ヨ 蓼

事術

目4時

く颯授内審>
分数

酔 時
く教授内密>
正比例

園4■
く教授内容>
饉比例

合睾比例

固4峙

く教授内客>
稜分通折比例

日4時

く教授内魯>
利息算

容内恥銀節艤

駆 時
<教授内容>
累乗開■の大暮

讀 時
く教授内容>
開立漱
オ敵用法

雪宇

重4時
く菫授内書>
錮宇楷書

酢 時

前緻と同じ

日4時
く教授内容>
緬字草書

駆峙
n緻と同じ

日4時
く教授方法>
車書細字を早写
:せる.
ただし、手本を
与えないで教師
か口iによる.

罰
目2時 曰2時 日2時 日2時 口2時

目2時

く教授方菫>
請●を兼ねる。

嗣 固2時 餃 時 壼2時 目2時 巨2時

午文

目2時
く教授方六>
手紙の文を作ら
せる.

=方
法>
を出して

こ2時

前級と同じ

日2時

拉級と同じ
目2時
洵級と同じ

目2時

詢級と同じ
E2時
証級と同じ

□2時
n級と同じ

罫画

里4時

く教授方法>
直線 弧薇 平面の

護を画かせる

本操

時間は定めない
0(5、 O分ずつ1
ヨ3産 lTなう。もつ
とも教師の議■に


